
氏名 増本　弘文

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・法学概論
・
・
・

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企画委員・学生相談室運営委員
弓道部・ラグビー部・合唱団・バレーボールサークル・バトミントンサークル・奈良大
学フットサルサークル顧問

最終学歴

　【研究上の特記事項】
主に刑事法の研究を行ったが、担当科目や社会的活動などの要請に応じる形で他の法領
域にも研究対象を延ばしている。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

刑事法を主としつつ社会的要請に基づき全ての法領域に及ぶ

時事問題を取り上げるなどして、実生活に役立つ法的思考や知識を身に付けてもらう。

奈良県労働局労働審査会公益委員
奈良県労働局高齢者雇用推進委員

京都大学大学院博士課程修了

京都大学法学修士

刑事法

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本刑法学会　日本犯罪社会学会　日本被害者学会

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・日本国憲法（前期・後期）
・法学概論（前期・後期）
・表現技法Ⅰ（前期）
・教職総合演習（後期）
・
・
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研究業績[著書、学術論文等]

①裁判員制度における死刑の
あり方について

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成22年には裁判員制度が導入さ
れ、その審議方法や死刑の適用基準
がどのようにあるべきかを論じた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

②

②

③

④

⑤

④

③

（学会発表）

①

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①

③

④


